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＜連絡事項＞

特になし

＜患者様連絡事項＞

・木村　ノブ様～8/31 14時～9/2 15時まで外泊となります。

・佐々木　尚子様～8/31 10時～9/1 15時まで外泊となります。

・岩織　由美子様～8/31 13時～9/2 9時まで外泊となります。

・中村　るみ子様～本日11時退院となりました。

・木津　誠子様～本日15:30に退院予定です。退院に伴って、護送が8名となります。

・中森　みや子様～安ヶ平Drより、ナパゲルン軟膏２本処方となっています。

・本多　富美様～安ヶ平Drより、希望時シンラックの予測指示が8/31～9/12まで出ています。

・坂　　　貢様～カレー風味の食べ物も禁止の希望有り。8/31の昼食より主治医より許可となっています。

・阿部　文香様～本日、入浴時に乳房の張り、乳汁の有無を必ず確認し、来週の診察時に報告してください。

・市川　真紀子様～母様より本人の免許の更新について主治医へ確認して下さいと話しがありました。9/5に本人様外出されますので、その時更新の有無について聞かせて下さいとのことでした。
＜転入患者様情報＞

嶋守　京子様

病名：うつ病　　主治医：安ヶ平Dr　　受持ち：三浦Ns/高森Cw
入院形態：任意入院　　部屋：西Aユニット　４３号室

＜入院前の経過＞

H12年5月頃より、抑うつ感等の症状が出現し、八戸赤十字病院[精神科]を初診。同院にてうつ病と診断され、以後、通院を継続。H13年1月に夫が腎不全を患い、人工透析を行うようになり、夫の食事管理について悩んでいた。同年7月頃より、抑うつ感・不安感等の症状が増悪して、家事ができない状態となり、同院より当院を紹介され、H13.7.17当院を初診し、入院。H13.9.29退院後、当院への通院を継続。H16年1月末頃より、脱力感、手の痺れ、食欲の低下、不眠等が顕著となり、H16.2.18当院2回目の入院。H16.5.15退院後、当院への通院を継続。H24.9月頃より抑うつ感等の症状が出現。H25年4月頃より、抑うつ感・不安感・焦燥感、意欲の低下、食欲の低下等の症状が増悪し、体重減少。家事・入浴等が出来なくなり、臥床している事多く、夫様や娘様へ依存的となる事見られていた。今回自宅対応が困難な事と服薬調整・症状改善目的にて東病棟合併症室へ任意入院となる。
＜入院後の経過＞

入院時、点滴は３日間施行し終了。食事は全量摂取できており、エンシュアも終了。表情は冴えず、不安感と確認行為あり。睡眠は熟睡感がなく、トイレなどの中途覚醒あり。合併症室から東Ｄに移動してからは日中も少し休めるようになったと話している。自傷行為などの危険行為はない。
＜転入後の経過＞

8/31 14:30療養環境変更目的にて西Ａユニット43号室へ転入となる。オリエンテーション実施し、不明な点については繰り返しスタッフへ確認されている。「分からない事ばかりで不安」と話し、やや緊張した様子みられている。ゆっくりとしたペースで荷物整理を行われている。食事はレストランへ移動し、摂取している。配膳や下膳は手が震えるからと話し、スタッフが行っている。歩行は特に問題なし。やや依存的な発言もきかれている。

＜諸情報＞

・買物カードなし

	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	　　　　8月　　　31　日　　　　　13時　30　分～１４　時　００　　分

	
	

	実施場所
	西ミーティングルーム

	
	

	参加者
	阿部、橘、石岡、畑内

	
	

	
	

	発生事故内容
	セットミスによる誤投薬

	
	

	
	

	原因分析
	薬セット時のダブルチェックの確認不足。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	事故対策検討内容
	· 薬セット後、再度自分で確認する。

· セット後のダブルチェックの徹底。

· 業務や時間に余裕をもち仕事を行っていく。

· 危険予測をしながら、セット時、セット後の確認を行う。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


＜インシデント＞

8/30 川井　芳子様がスタッフがオートドアを開けた際に、階段を降りようとする事がありました。

＜原因＞

帰宅要求がある患者様であったが、確認せずオートドアを出ようとしたため。

＜対策＞

オートドアを出入りする場合は、きちんと確認する。また、本人の所在をきちんと確認してから、オートドアの出入りをする。

